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諸表作成基準 

(2) 最近連結会計年度からの会計処理方法の変更の有無 ： 無 

(3) 連結及び持分法の適用範囲の異の 無  】



(2) 連結経営成績の進捗状況に関する定性的情報等 

当第１四半期連結会計期間において、引き続き医療従事者専門サイト「m3.com」の基盤強化を進め、

医師会員は６千人増加の13.1万人となり、サイトへのログイン数は363万回に達しました。 

既存サービスについては、「MR君」サービスを中心に、顧客への各サービスの浸透も進み、順調に推

移しました。また、会員へ医療情報以外のライフサポート情報を提供する「QOL君」サービスや、一般の

方々からの健康や疾病に関する質問に「 m3 事 者専門サ

Ǚ性等ゐ薛しに移しまに∵ 、∵
m 進
憎







４．四半期連結財務諸表 

(1) 四半期連結貸借対照表 

 
前第１四半期連結会計期間末

(平成17年６月30日) 

当第１四半期連結会計期間末

(平成18年６月30日) 

前連結会計年度 
要約連結貸借対照表 
(平成18年３月31日) 

区分 
注記 GÛ�G







(3) 四半期連結株主資本等変動計算書及び四半期連結剰余金計算書 

四半期連結株主資本等変動計算書 

当第１四半期連結会計期間（自 平成18年４月１日 至 平成18年６月30日） 

（単位 千円） 

株主資本 
 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計 







 











(リース取引関係) 

前第１四半期連結会計期間 

(自 平成17年４月１日 

至 平成17年６月30日)









(企業結合におけるパーチェス法適









問合せ先 代表者役職名  代表取締役 氏名  谷村  格 

 責任者役職名  取締役 氏名  永田 朋之  TEL (03)5408-0800 
  

１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

(1) 四半期財務諸表の作成基準          ： 中間財務諸表作成基準 

者い 膛 【



(2) 財政状態の変動状況     





















(重要な後発事象) 

前第１四半期会計期間 

(自 平成17年４月１日 

至 平成17年６月30日) 

当第１四半期会計期間 

(自 平成18年４月１日 

至 平成18年６月30日) 

前事業年度 

(自 平成17年４月１日 

至 平成18年３月31日) 

 該当事項はありません。  該当事項はありません。 新株予約権の発行 

 平成17年６月20日開催の第５回定時株主

総会及び平成18年４月24日開催の取締役会

決議に基づき、当社の使用人及

当社   

  

/

/ / ///
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